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■ 会 長 報 告           伊藤 彰彦君 

みなさんこんに

ちは。大型で勢

力の強い台風 16

号が温帯低気圧

となり、昨日の

内に通り抜けて

くれました。日本近海に近づいた途端に大きな

カーブを描き、本土に向かってきましたが、今

回もおかげさまで静岡県は大きな被害もほとん

どなく無事に通過してくれました。やれやれで

す。 

 国連気候変動首脳会議では地球温暖化防止に

対する会議も開かれ、いままで積極的でなかっ

たアメリカと中国がやっとこの問題に本気で取

り組む姿勢を見せてくれたようで、少しはホッ

としています。やはり、CO2 の排出量が多い国

が先進国のみならず後進国も含めて真剣に取り

組んでいかなければ取り返しのつかないことに

なるのではないでしょうか。今後の両国の対応

に注目していきたいと思います。 

 

 先日 9月 23 日の日経新聞朝刊の第 1面に次

のようなショッキングな記事が出ていました。

「シニア 共働き広がる」というタイトルで、

総務省の労働力調査で、2014 年 4 月から 6月の

共働きシニアが対前年同期比 11.9％増の 66万

世帯となり、過去最高を更新したそうです。確

かに 65 歳といってもまだ若々しい人が多いの

も事実ですし、企業の人手不足により、リタイ

アできないシニア層も多くいると思われます。

また、介護のように、常に人手不足の業界は従

業員の高齢化が進んでいるのは事実です。特に

シニアの女性が高齢者の世話をするといった、

老老介護のような実態が見られることもよく聞

きます。 

 この記事を見ながら女房に今のような話をし

たところ、女房から帰ってきた答えは単純その

ものでした。つまり、シニアの特に女性が働き

に出る理由は、いままで外で働いていた亭主と

定年後 24時間顔を突き合わせていたら息が詰

まるでしょ。女も育児も終われば家庭の中に閉

じこもる理由もなくなるの。だから、女性も外

に出る方ストレスが溜まらず、家庭が上手くま

とまるのよ。という回答でした。日経新聞の解

説よりよっぽど的を得ていてわかりやすい説明

だと感心させられると同時に、65歳ぐらいでリ

タイアしてのんびり老後を暮したいなんて言え

なくなりました。厳しい現実を突きつけられた

ように感じました。 

 平均寿命が延びた分、元気に働けるだけ働く

覚悟が必要かもしれません。でも、一方で、企

業経営者の我々は何時までも経営トップに居座

ると、後継者にとっては厄介な存在ともなりま

す。企業トップから身を引くタイミングだけは

考えておかなければならないでしょう。企業の

中でも厄介者、家庭に戻っても厄介者扱いだけ

はされたくないですね。 

 以上、会長挨拶＋ボヤキでした。 

■ 幹 事 報 告           渡邊 芳隆君 

・第 2620 地区より 

 １０月のロータリーレートのお知らせが届

いております。 

１＄=１０６円です。 

・第 2620 地区より 

 地区大会の案内が届いております。 
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 １１月１５日（土）・１６日（日）／グランド

ホテル浜松 

・事務局より 

  広島豪雨災害支援金、25,000 円の振込報告

がありました。 

・藤枝市国際友好協会より 

 会報が届いております。 

■ 出 席 報 告           富澤 賢一君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

39／45 86.67％ 40／45 88.89％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○小林君 ○多々良君 ○森竹君 ○山田君  

○植田君 池谷君 

■ ビ ジ タ ー                        

松葉 隆夫君（藤枝） 大長 昭子君（藤枝） 

■ スマイル B O X        富澤 賢一君 

 １００％出席メロン頂きました。指定日よ

り早く食べましたが、熟れ過ぎでした

(;_;) 

PS.１０月２５日㈯ ～１０月２６日㈰ 

私の所属しているメルセデスベテランクラ

ブセクション日本支部の３０周年記念ミテ

ィーングを日本平ホテルにて行います。お

暇な方は見に来て下さい。１９５０年代か

らのメルセデスが４０～５０台くらい集ま

ります。            髙杉 光洋君 

 誕生日プレゼントと皆出席のプレゼントあ

りがとうございました。今日で６２才にな

りました。これからはゆっくりと年輪を重

ねていきたいです。           寺田 章君 

 遅ればせながら、皆出席のプレゼントあり

がとうございました。       中山 恵喜君 

スマイル累計額  １５５，０００円 

 

 

 

 

■ 会 員 卓 話                        

 

渡邊 博文君 

 

 

 

 

ある日の夜の 12 時過ぎごろ、仕事帰りにコンビ

ニによりました。車から降りると RC の先輩が

コンビニからでてきて挨拶を軽くすると、そそ

くさと帰っていきました。自分は、コーヒーを買

い外で、タバコを一服していると、若い女性が近

寄ってきて、「おじさん、家まで送ってほしい」

と頼んできました。突然のことで、つい、「どち

らまで」と断るつもりで聞いたところ、「駿河台」

と言った。自分と同じである。仕方なく、車に乗

せて、送ってあげました。今考えると、少し、浅

はかな行為で、何もなくてよかったなと思いま

す。 

先輩は、しっかりと断ったそうです。さすがです。 

日本の国家「君が代」は世界一古い国歌だそう

です。元は、古今和歌集からで、女性が親しい男

性への思いを寄せた歌だそうです。「あなたの命

が、健康で、怪我なく、末永くありますように」

女性らしい、かわいい素敵な思いを歌った歌だ

そうです。 

「君が代は」戦争などダークなイメージがあり

ましたが、本当は、愛に満ちた優しい国歌です。

これからも、平和を願い堂々と歌いたいですね。 

国旗は、幕末にペリーが来たときに、日本の船

と米国の船と判別が付くように掲げるように、

ぺリー提督に促されて作られたそうです。 

国旗の役割は、友好にも貢献しました。勝海舟が、

咸臨丸にてサンフランシスコ、ニューヨークを

訪れたとき、入港するときには、アメリカの船の

マストには日の丸が登り、上陸すると、人々は日

本の小旗を振って、歓迎をし、ホテルや町の通り

には「日の丸」が掲げられたそうです。それを見

た、勝海舟一行は感激の涙を流したそうです。 

日の丸も戦争などダークなイメージが選考しま

すが、国家間の友好に大いに役に立つこともわ

かります。 

相手の国の文化、歴史、宗教、自然、慣習など、
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相互理解を進める上で、世界遺産などの認定が

地球規模で進むことは、地球人としての平和に

も繋がることと思います。 

世界では、様々な難しい課題問題がたくさん

ありますが、ロータリー活動通じて少しでも平

和で暖かく豊かにありたいと思います。 

 

 

梅島 純夫君 

 

 

 

 

 昭和 30 年 4 月 21 日藤枝市藤枝 2丁目（旧

栄区）に生まれ、現在 59 歳で、現在の住

まいは藤枝市音羽町でございます。 

 小・中・高と地元で過ごし、4年間東京で

の学生生活の後、昭和 53 年 4 月焼津信用

金庫へ入庫し、藤枝支店を皮切りに現在37

年勤務しております。 

 営業店 7 店舗 24 年、本部 13 年の勤務で

す。 

 家族は妻と 3人の子供（全て男）で長男は

結婚し孫が１人、2人目が来年の１月に生

まれる予定です。 

 子供は 3 人とも地元を離れてしまってお

り、長男は浜松、次男はフランスで調理師

の修行中、三男は来年 4月から浜松の企業

へ就職となっており、現在は妻と二人で第

二の新婚生活を送っております。 

 趣味といってもこれといってありません

が、金庫にはいりましてサッカー部に入り、

30歳過ぎまでサッカーをやっており、その

後、子供のスポ少の指導者に引っ張り込ま

れまして、12年間ほどスポ少のコーチを行

っていた関係で、その間は休日はほとんど

がスポ少に縛られて、休みはございません

でした。 

 ほかには鮎つりが好きで、シーズンが来る

と毎週土曜日には全国の川に行っていま

した。 

ここ７～8年はそれほど回数は行っていま

せんが、岐阜県と長野県の県境の神通川の

支流の奥飛騨温泉郷にある高原川という

ところに夜立ち、日帰りの行き返り９時間

の道のりを行き来しています。 

 また、車での温泉めぐりや観光地めぐりが

好きで、友人や妻と東北（最北は大間岬ま

で）、北陸（能登・金沢）、長野（乗鞍・高

山・秋山郷）、四国一周（鳴門・讃岐・道後

温泉・四万十・高知）、伊勢神宮等へドライ

ブに行ってきております。 

 

自己紹介はこの辺に致しまして、皆様の参考に

なるかどうかわかりませんが、金庫で行ってい

る「人材マッチング支援」サービスについて紹介

させていただきます。 

この支援活動は地元企業で各部門（営業・経理・

管理・技術ほか）の不足人材を主に大手企業の退

職間近の現役やＯＢの活用方法として、大手６

７社が設立した㈱日本雇用創出機構と提携して、

地元企業が必要な人材を紹介するための橋渡し

を行うものでございます。 

サービス利用に関する費用は一切かかりません。 

取次ぎ後は個々の地元企業と同社の個別の折衝

となります。 

雇用形態も契約社員・出向契約・正社員契約等、

同社との個別折衝となります。 

なかなか、先方の人材の勤務地や業務内容で全

てがうまくマッチするかどうかはわかりません

が、もし興味があれば、本部地域貢献部（629-

1137）にご連絡いただければ手続きをさせてい

ただきます。 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

10/3（金） 

第 1105 回 
会員卓話⑤⑥ 

 

10/10（金） 

第 1106 回 
会員卓話⑦⑧  

10/19（日） 

第 1107 回 
映画上映会  

10/24（金） 

第 1108 回 
外部卓話③ 

 

（担当／飯田君） 


